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町田市立小中一貫ゆくのき学園 大戸小学校・武蔵岡中学校

学園長 鈴 木 元町田市教育委員会教育長 小池 愼一郎

町田市立小中一貫ゆくのき学園は、２０２３
年度から２０２４年度までの２年間にわたり、
町田市教育委員会研究指定校として、研究主題
を「夢をもち たくましく しなやかに生きる
子どもの育成～自己の生き方を見つめ、協働し
ながら深めるキャリア教育の推進～」と設定し、
熱心に研究を進めてこられました。この度、そ
の成果を研究紀要としてまとめ、発表されます
ことを心よりお慶び申し上げます。

本校の研究では、キャリア教育で育成すべき
力である４つの基礎的・汎用的能力のうち、
「自己理解、自己管理能力」に焦点を当て、小
中一貫校の利点である９年間を見通した系統的
な実践を積み重ねてこられました。この取組は、
「町田市教育プラン２４―２８」の基本方針Ⅰ
「未来を切り拓くために生きる力を育む」こと
につながる研究であると考えております。本校
の研究の成果を、校種に関わらず参考にしてい
ただき、キャリア教育の充実が図られることを
期待しております。

結びにあたり、これまで熱意をもって本研究
を進めてこられました、鈴木 元 校長先生をは
じめ教職員の皆様のご努力に敬意を表するとと
もに、本校の研究を温かく支えてくださいまし
た保護者や地域の皆様に厚くお礼を申し上げ、
挨拶といたします。

「今、なぜキャリア教育が必要なのか？」

本校の研究は、ここから始まりました。これま
での全国学力学習状況調査の結果を分析したとこ
ろ、小学６年生、中学３年生ともに多くの課題が
見られました。一方で、「学ぶことの意義」等に
ついては、全国平均を上回り、前向きに捉えてい
る子どもたちが多い状態でした。そのため、知
識・技能と言ったいわゆる学力だけでなく、子ど
もたちの学びに対する前向きな気持ちを大切にし、
未来を切り拓く力を付けさせたいとの願いが強く
なっていきました。
そこで、学びと社会をつなぎ、自身の夢や目標

に向かって、前向きに粘り強く最後まであきらめ
ずに取り組む姿勢を身に付けるためには「キャリ
ア教育」が必要だと考え、研究を重ねてきました。
本研究では、キャリア教育の基礎的・汎用的能

力のアイコン、キャリア・パスポート（電子版）
やスケジュール帳の活用等、様々な取組にチャレ
ンジしてきました。

この研究が、学びと社会をつなぐために悩んで
いる先生方、子どもたちの夢を実現させたいと考
えている先生方にとって、少しでもご参考になれ
ばと思っています。

結びに２年間の本研究の機会をくださった町田
市教育委員会の皆様、ご指導・ご助言をください
ましたご関係の先生方に厚く御礼を申し上げます。



〈研究主題及び設定の理由〉

VUCA(*1) と言われる、変化の激しいこれからの時代を生きる子どもたちには、自ら問いを立て、課
題を探究し、他者と協働しながら人生を切り拓いていく力が求められる。これまでの全国学力・学習状
況調査等から、本学園の児童・生徒は学力に課題はあるものの、各教科に関する興味や関心は高いこと
が分かった。各教科での学びの前向きさと自己の将来・社会とのつながりをリンクさせることで、上記
の時代を生き抜き、未来を切り拓けるようになるのではないかと考えた。
この仮説の実現に向けて、学校教育目標と関連させ「将来の夢や今年度の目標、１週間先のめあてな

ど自分にとっての未来を思い描くこと」を「夢をもち」と定義した。そのうえで、自他のよさを生かし
ながら学習や生活に最後まで粘り強く、調整しながら取り組めるような児童・生徒を育てることを研究
主題とした。その推進にあたっては、これまでの研究：ゆくのき協働モデル を継続し、９年間の縦・横
のつながりを意識しつつ、特別活動を要とした全教育活動を通して、キャリア教育の充実を図っていく
こととした。

2023年度は主にキャリア教育の歴史的経緯や文部科学省の定義、単元学習計画の中でどの場面が
キャリア教育に当たるのかといった理論的部分を研究してきた。2024年度は、それらを踏まえて各教
科の中でどのように実践していくか、といった実践的部分について研究を進めていくこととした。
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〈 研 究 組 織 図 〉

〈 主 題 の 捉 え 方 〉

夢をもち たくましく しなやかに生きる 子どもの育成

自分の夢や今年度の目標、
１週間先のめあてなど

自分にとっての「未来」を
思い描くこと

学校教育目標
〈夢をもち、学び続ける人〉と関連

たくましさ：
自他のよさを生かしながら、学習や
生活に最後まで粘り強く取り組む
しなやかさ：
自他のよさを生かしながら、学びや
人間関係を調整しながら前に進む

2022年研究：特別活動の視点を継続
ゆくのきの子ども一人一人 が主語
→すべての子どもを見取り、価値付
け、支援していく。

→価値付けられる場面や環境を
教師が創り出していく。

小中一貫校でキャリア教育に取り組む→①教師のつながり②子どものつながり③保護者・地域のつながりを重視
特に、各教科等での指導をキャリア教育の視点で見直し、
＊横のつながり：学年の中で、教科等を横断した見方・考え方→学級担任制のよさ（主に小学校）
＊縦のつながり：教科の系統性・専門性を生かす見方・考え方→教科担任制のよさ（主に中学校）

⇒それぞれの「つながり」を大切にし、互いの「つながり」のよさを生かせる、校内研究を目指した。

研 究 部 会

学園長・副校長(小・中)

授業研究部会 環境部会 振り返り・まとめ部会 キャリア・パスポート
手帳部会

＊毎月の校内研究は、４つの部会が
輪番で分担している。

例）キャリア教育を実践した研究授業
→授業研究部会が主催する。

＊研究部会：
毎月、校内研究の１～２週間前に開催
・次回及び年間の校内研究の確認
・部会の進捗状況の確認

研究部が各部会のリーダーを担当

(*1)Volatility・Uncertainty・Complexity・Ambiguityの頭文字からとった造語で、不確実性が高く
将来の予測が困難な状況であること。

●研究授業・協議会の
企画・運営

●学習指導案の検討

●アイコン含む教室掲
示・学習環境の整備

●実践研究のまとめ

●毎回の振り返り作成
●研究のまとめ作成

●それぞれの活用方法
の提示

●活用事例の共有

＊キャリア・パスポートは以下キャリパスと表記する。



〈 研 究 構 想 図 〉

〈 学校教育目標 〉

●(探求) 夢をもち、学び続ける人

●(協働) 自分を大切にし、他をおもいやる人

●(健全) 心も体も健やかな人

〈 研究主題 〉

夢をもち

たくましく しなやかに生きる

子どもの育成

～自己の生き方を見つめ、協働しながら

深めるキャリア教育の推進～

〈 児童・生徒の実態 〉
学力の定着は課題
各教科への興味・関
心は高い
各教科の学習と社会
や将来とのつながり
を知りたい
全学年単学級ゆえ、
人間関係が固定化〈 教師の願い 〉

〈 保護者の願い 〉
未来が予測困難な時代
見えない課題に対して
挑戦してほしい
教科の枠を超えた学び
方を身に付け、生かせ
るようにしたい

いじめのない学校生活
豊かな人間関係
卒業後の先を見通し、
自立してほしい

ア 他者のよさを見付け、協力・協働してよりよい人間関係・社会を築こうとする児童・生徒

イ 自分のよさを見付け、自分の役割を果たしたり挑戦したりできる児童・生徒（重点項目）

ウ 課題を見付け、粘り強く取り組み、協働して最後までやりきる児童・生徒

エ 自分の夢をもち、将来のことを考えることができる児童・生徒

〈 目指す児童・生徒像 〉

〈 研究仮説 〉

全教育活動を通して、キャリア教育の視点をもち、９年間を貫く取組を行うことで、目指す児童・

生徒像に迫ることができるだろう。

〈 研究主題に迫るための具体的な方策(９年間を貫く取組) 〉

キャリア・パスポートの活用 アイコンを基に学級活動(1)・各教科での実践

児童会・生徒会の取組 手帳等の活用

■「計画→実行→振り返り→改善」の

PDCAサイクルを踏まえたフォーマット作成

→次第に子どもたち自身がサイクルを回す

■学びを振り返る・次の見通しをもつ

■教師・保護者の対話的な関わり

■キャリア・パスポートを基に学級会を実施

■４つの基礎的・汎用的能力（以下４能力）を

ゆくのきver.と して定義し、アイコン化

→P.6にアイコンを掲載

■日々の授業をはじめとする全教育活動で活用

→活用できた能力を子どもたち自身で自己認識

できることが１つの到達点

■小学校の縦割り交流会に中学生が参加

→全ての子どもたちにとって活躍の場を創造

■中学生が全員、専門委員会に所属

→委員会活動が活発化

■他地区の中学校との生徒会交流会

→実施後、全校に向けて成果発表会

■フォーサイト手帳の活用（2023年度）

対象：６年生及び７～９年生

→振り返りと見通し、対話的な支援

■2024年度小学校１年生から中学校３年生

まで手帳（スケジュール帳、フォーサイト手

帳）を開発、導入→小学生から活用できるものへ

〈 関係法令等 〉
学習指導要領
東京都教育施策大綱
東京都教育ビジョン
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〈２年間の研究の経緯〉

回 日 付 内 容 主 と な る 問 い（一緒に考えたこと）

１ ４月４日(火) ガイダンス キャリア教育ってなんだろう

２ ４月26日(水) 講演 本学園長 鈴木 元 キャリア教育の推進で、大切にしたいことは？

３ ５月８日(月)
研究主題の共有
育てたい子ども像の検討

１年間(２年間)の研究の見通しをもとう

４ ６月20日(火)
キャリパスの検討
単元指導計画の見直し・改善

単元指導計画をキャリア教育の視点で見ると、ど
うなる？

５ ７月11日(火)
講演
南第一小学校 新井聡子先生

清水綾香先生

町田市内でキャリア教育先進校から、取組や研究
への向き合い方を学ぼう

６ ８月30日(水) キャリパスの分析 １～９年のキャリパスをみんなで見比べ合おう

７ ９月13日(水) アイコンの共有 指導案検討 ４能力をアイコン化→その活用方法を考えよう

８ 10月18日(水)
研究授業(小６・社会)
東京音楽大学 関本惠一先生

授業の中でキャリア教育の視点を生かすとは？

９ 11月１日(水) 手帳の内容の共有・検討 １～９年の手帳をみんなで見比べ合おう

10 12月13日(水)
それぞれの実践を聴き合う
上越教育大学 山田智之先生

これまでの実践を全員で聴き合おう
キャリア教育の実践に向けて悩んでいることは？

11 １月５日(金) 成果・課題をブラッシュアップ 今年度の成果と次年度への課題を出し合おう

12 ２月14日(水) 今年度のまとめ次年度に向けて １年間の歩みや取組をもう一度振り返ろう

回 日 付 担 内 容 主 と な る 問 い（一緒に考えたこと）

１ ４月４日(木) 研 ガイダンス 昨年度の方向性や取組を振り返ろう

２ ４月24日(水) 研 今年度の研究の方向性を確認 本研究を通して、教師と子どもの成長は？

３ ５月13日(月) 授 研究授業(中３・数学) 授業の中でアイコンをどう活用していく？

４ ６月18日(火) キ キャリパス・手帳事例の共有 発達段階に応じた手帳等の支援方法は？

５ ７月８日(月) 授 研究授業(小５・総合) アイコンと４能力を子どもと共有するには？

６ ８月29日(木) 環 実践まとめスライドの作成１ 各ブロックの実践をまとめ、共有しよう

７ ９月17日(火) 授 研究授業(小４・図工) アイコンを子ども自身がメタ認知するには？

８ 10月10日(木) 環 実践まとめスライドの作成２ 実践をまとめ、組織体で共有しよう

９ 11月11日(月) ま アンケート分析 成果と課題 教員の意識及び子どもの成長を見取ろう

10 12月12日(木) ま 実践まとめスライドの作成３ ２年間の成果と課題を明らかにしよう

11 １月７日(火) 研 研究発表会に向けて１ 自分たちの実践を伝える準備をしよう

12 ２月12日(水) 研 研究発表会に向けて２ 研究発表に向けて最終確認しよう

13 ２月17日(月) 全 研究発表会 ２年間の研究を広く伝えたい！

14 ３月12日(水) 研 今年度のまとめ 次年度のゆくのき×キャリアの方向性は？

2023年度 研究の経緯

2024年度 研究の経緯 【年間講師：上越教育大学 山田智之先生】

４
研：研究部 授：授業研究部会 環：環境部会 ま：振り返り・まとめ部会 キ：キャリパス・手帳部会



〈ゆくのき学園のキャリア教育理論編〉

５

❓キャリア教育とは、どんな考えなのですか❓

H23 中教審答申「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」(以下、キャリア教育答申)で

は「キャリア教育」とは「一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通

してキャリア発達を促す教育」と定義された。キャリア教育は特定の活動や指導方法に限定されるものではなく、

様々な教育活動を通して実践されるものであり、一人一人の発達や社会人・職業人としての自立を促す視点から、

学校教育を構成してくための理念と方向性を示すものである。

その後、H29 学習指導要領 総則編 小学校（中学校）では、

児童(生徒)が学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら、社会的・職業的自立に向けて必要な基盤とな

る資質・能力を身に付けていくことができるよう、特別活動を要としつつ各教科等の特質に応じて、キャリア教育

の充実を図ること。(その中で、生徒が自らの生き方を考え、主体的に進路を選択することできるよう、学校の教育

活動全体を通じ、組織的かつ計画的な進路指導を行うこと。)とされている。

❓キャリア教育の４つの基礎的・汎用的能力とはどんな力ですか❓

キャリア教育を通して育成すべき能力は当初「４領域８(12)能力」(*1)が開発された（H14）。それまでは「人

生の生き方を指導する」等の抽象度が高い概念のまま提示されていた進路指導から、小学校から高等学校の12年間

で育成すべき能力を構造化した「４領域８能力」は大きな成果であった。その後「人間力(内閣府)」「就職基礎能

力(厚生労働省)」「社会人基礎力(経済産業省)」「学士力(中教審)」と各界から社会的自立に向けた能力が提唱さ

れた。

これらを参照にキャリア答申では「仕事に就くこと」に焦点を当てて、基礎的・汎用的能力を「人間関係形成・

社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャリアプランニング能力」の４つに整理した。

これらの能力は包括的概念であり、それぞれが独立したものではなく相互に関連・依存した関係にある。このた

め、特に順序があるものではなく、すべての者が同じ程度あるいは均一に身に付けることを求めるものではない。

４能力の詳細及びゆくのき学園でのアイコン化については、P６及び下の２次元コードを参照されたい。

(*1)『児童生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進について』H14 国立教育政策研究所生徒指導研究センター

❓キャリア教育を進めるうえで、大切にしたいことってどんなこと❓

一番大切にしたいことは「必ずしも新しい取組を始める必要はない」ということ！ まずはこれまでやってきた

取組を、キャリア教育における４能力の視点で振り返り、捉え直す。具体的には、年間指導計画をブロック別・学

年別で振り返った。その中で「何がキャリア教育にあたるのか」を考えることに一番苦労した。捉え方によっては

「この活動は４能力全てに通じる」や「ある能力だけが偏っている」という声もあった。そこで

①４能力の定義を見返すこと ②本学園の目指す児童・生徒像を振り返ること の２点を共通理解した。すると

教師がキャリア教育で育てたい資質・能力(コンピテシー)が見えてきた。また逆転の発想で、「この能力を伸ばし

たいからこんな活動はどう？」や「年間計画を見通して、この時期にはこの能力を育成できたらよいね」と、教師

自身が広い視点をもつ声が協議の中で挙がった。キャリア教育の視点で年間指導計画を捉え直すきっかけとなっ

た。
❓小中一貫校でのキャリア教育で重視したことは、なに❓

各教科等での指導をキャリア教育の視点で見直した。特に２つのつながり及びその先の未来を意識した。

＊横のつながり：学年の中で、教科等を横断した見方・考え方→学級担任制のよさ（主に小学校）

＊縦のつながり：教科の系統性・専門性を生かす見方・考え方→教科担任制のよさ（主に中学校）

校内研究では、ブロック別・学年別で協議したり、小中入り混じったグループ編成をしたりして横糸・縦糸をうま

く織り交ざるようにした。また校内研究以外でも職員室で、教科のことや行事のこと、キャリア教育のことなど、

気軽に話す姿も増えてきた。小中で連携授業を行ったり、乗り入れ指導を行ったりといった取組も充実してきた。

就学前教育 初等中等教育 継続教育・高等教育

小学校 中学校 高等学校
など

子ども

一人一人の

未来この一連の流れが「キャリア教育」

文部科学省

キャリア教育 先生応援ページ

＊多くの資料が掲載されています。

QR
H23 キャリア教育答申

（概要版）



〈２年間の研究の前提〉

＊ゆくのき学園では、主に以下４つの取組を柱として、２年間の研究を実践してきた。

６

① ４つの基礎的・汎用的能力をアイコン化→目指す児童・生徒像に接続

② キャリア・パスポートの再構成→子どもの実態に合わせてカスタマイズ

「キャリア・パスポート」とは、児童生徒が、小学校から高等学校までのキャリア教育に関わる諸活動
について、特別活動の学級活動及びホームルーム活動を中心として、各教科等と往還し、自らの学習状
況やキャリア形成を見通したり振り返ったりしながら、自身の変容や成長を自己評価できるよう工夫さ
れたポートフォリオのことである。

【４能力をアイコン化した背景】
◎キャリア教育の定義や理論を学ぶ中で、教師と児童生徒が相互に共通理解するために、４能力を、誰も
がわかる形で明示する必要があると考えた。（南一小のアイコンも参考にした。）
→最初は教師の、キャリア教育及び４能力に対する理解を深めるのがメイン
→次第に、子どもたちにも４能力を身近に感じてもらいたいという思いに変化

アイコンの導入期

研究部でアイコンのデザイン
を検討

全校朝会で校長から全校児童
生徒に説明する。

日常の授業の中でアイコンを
活用
特に自己申告に伴う授業観察
で活用
アイコンは手段。活用が目的
化しないように共通理解

４能力と目指す児童生徒像と
紐付け（P.19参照）

校舎内のいたるところに掲示

【ゆくのき学園でのキャリパス活用方法】

町田市教育委員会提示のフォーマットを基に、９年間を見通したフォーマットを作成

❶目標の設定→❷活動の実際→❸目標に正対した振り返り→❹次のステップに生かす

ア）各学期の目標

イ）１学期・２学期・３学期の振り返り

ウ）各学年・全校行事のGoogleスプレッドシート

原則：１人一台端末で作成する

低学年は担任が対話しながら入力する

ア）各学期

の目標

イ）各学期

振り返り

ウ）各学年

全校行事

●通知表の担任所見欄→キャリパスに移行

教育相談(三者面談)で活用している

●学級通信等でも、内容や書き方を紹介

●保護者にも入力いただいている

ゆくのき学園で伸ばしたい４つの力

友達と
つながろう

人間関係形成・
社会形成能力

自分を
知ろう

自己理解・
自己管理能力

自分で
考えよう

課題対応能力

夢や目標を
もとう

キャリア
プランニング能力

学習指導案では、単元計画
及び本時の展開にアイコン
を配置し、教師の４能力に
対する理解を深める。
学校ＨＰに実践例を掲載

全校朝会で提示 図工で育てたい４能力

chromebookで
キャリパスに入力
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③ ９年間を見据えた手帳の活用→ゆくのきから発信する９年間の系統性

④ 小中一貫校のよさを存分に発揮する特別活動→児童会・生徒会の連携

ヤギ
シロとハク

町田市教育プラン24-28で重点項目とされている「自己理解・自己管理能力」を本学園でも更に高める
ために、９年間を見据えて手帳（スケジュール帳）を導入することとした。
2023年度は、６年生以上を対象に「フォーサイト手帳」を導入し、活用を図った。
2024年度は、１～６年生は低・中・高のブロック別に、子どもたちの実態に応じてオリジナルの手帳
のフォーマットを開発し、活用している。（実践事例については各ブロックのページを参照）

【活用目標（ゴールイメージ）】
＊９年生で「予定から逆算して、自分で計画を立てて実行する」を活用のゴールイメージとして、そ
れぞれの発達段階に応じて押さえておきたいポイントを共通理解して、子どもたちを指導・支援し
ていく。

１年、２年 ３年、４年 ５年、６年 ７年～９年

2022年度の研究を生かし、特別活動（児童会・生徒会の連携や学級会)の継続的な実施に取り組む。

【参考】2022年度 研究主題
豊かな人間関係を構築できる児童・生徒の育成 ～小中連携で取り組む ゆくのき協働モデルの実践～

小中ともに特別活動【学級活動(1)】に視点を当てて、折り合いをつける・他者との合意形成を図る経験を

通して、豊かな人間関係を構築できる児童・生徒を育成した。

縦割り班活動

担任を中心に手帳を点検し、個別にコメントしたり、好事例を教室で掲示したり、学級通信で紹介した
りするなどして、子ども一人一人に対して積極的に関わり、支援することを続けてきた。

友達と
つながろう

自分を
知ろう

自分で
考えよう

夢や目標を
もとう

■予定表を基に、
翌日の時間割を合
わせることができ
る。

■毎日宿題として
音読帳を活用する
ことができる。

■決められた期間の
中で、次週の時間
割を書くことがで
きる。

■週の目標を設定し
週末に目標に対す
る振り返りを行う
ことができる。

■前週のふり返りを
生かして、次の目
標を立てることが
できる。

■中学校で使用する
フォーサイト手帳
の形式に慣れる。

■予定から逆算して
自分で計画を立て
て実行する。

■予定を立てた後、
自分の進捗状況に
応じて予定を調整
することができ
る。

９年間、学級会を実施 中学生全員が専門委員会
に加入することに変更

行事の成果発表会を実施小中であいさつ運動児童会・生徒会が連携して全校集会を企画

１年～９年で縦割り交流活動



〈ゆくのき学園のキャリア教育実践編〉
低

１•２
図画
工作

８

2024年５月に実施した
キャリア教育アンケート
（P.19～P.21参照）のう
ち、自己理解・自己管理
能力に関する結果を示し
ています。

P.８~P.17は各ブロックの実践から抜粋したものです。

上記アンケートの結果に
加え、担任・副担任から
見た児童の様子を記載し
ています。

１・２年生での手帳活用の様子です。
自分で時間割を書いたり、宿題を記入した
りすることに加え、目標を決め、それに対
する振り返りも記入しています。

◎
３
つ
の
工
夫
点

教室掲示やワークシート・ノートにこんな
工夫をしています。

教員が４能力を意識することで、授業の中
で工夫や見通し、振り返りができました。
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学習指導案の本時の中に、アイコンを配置
することで、教師が４能力を更に意識する
ようになりました。

だんだんと児童にもアイコンが浸透してい
き、児童自身が、学習単元とアイコンを関
連付けることができるようになりました。

図画工作科でのキャリア教育の実態です。
図工とキャリア教育は親和性が高く、さま
ざまな実践を行うことができました。

各ブロックの育てたい児童・生徒像をアレ
ンジして、図工バージョンの児童像を作成
しました。これを拡大して、図工室に掲示
しており、児童はいつでも参照できます。

アイコンをシール化してワークシートに貼
付できるようにしました。児童が自分で４
つの中から選ぶ、というのがポイントで
す。
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〈ゆくのき学園のキャリア教育実践編〉
中

３•４
算数
少人数

外国語
活動

３年生、４年生における、2024年５月に実施したキャリア教育アンケート（P.19～P.21参照）のう
ち、自己理解・自己管理能力に関する結果を示しています。中学年ブロックというまとまりですが、成
長にともなって、結果も変容してきています。

単元を見通して、
単元指導計画上に
１時間に１つ程度
アイコンを位置付
けることで、育て
い能力が焦点化し
ます。

黒板にアイコンを貼ること
で、児童と４能力を共有す
ることにつながりました。

単元とキャリア教
育の関係を明確に
することで、指導

も一貫性
が出てき
ます。
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算数、外国語活動ともに、それぞれの教科における４能力につながる活動及び目指す児童像を明確にす
ることで、教師にとって単元とキャリアの関係も更に見えてきます。

算数科におけるアイコン活用の様子です

外国語活動も、教室内や活動に多くの工夫をしています。

低学年と同じように、毎日の時間割を書くことに
加え、１週間の目標や反省、改善に向けての手立
てなども記入できるように、指導しています。

キャリパスも「振り返り」と「次の見通し」をも
てるようなコメントを教師・保護者ともに意識し
ています。
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〈ゆくのき学園のキャリア教育実践編〉
高

５•６
音楽

2024年５月、10月に実施したキャリア教育アンケート（P.19～P.21参照）のうち、自己理解・自己管理
能力に関する結果を示しています。高学年では、５月と10月の結果を比較し、児童の意識の向上を見取り
ました。３項目とも肯定的な回答をする児童が増加したことが分かります。

2024年７月の研究授業です。川上村での農業体験
を４年生に伝える報告会の準備をしています。
自分たちが見聞きしたことのうち、何を伝えたら
分かりやすいか、グループで話し合っています。

2023年10月の研究授業です。天下統一に向けて織
田信長が行ったことについて、一人ずつ問いを立
てて、授業は進んでいきます。
それぞれの問いに対して教科書や資料集を使って
調べ、学級全体でディスカッションをして考えを
深めていきました。
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学習発表会に向けての練習に当たって、「見通し」と「振り返り」を重視しました。学習シートとキャ
リパスを連携させたことも、自己理解・自己管理能力の向上につながっています。

昨年度６年生でフォーサイト手帳を導入して見え
てきた成果と課題を踏まえて、高学年のスケ
ジュール帳のフォーマットを作成しました。

スケジュール帳の活用が日常化するように、様々
な場面で活用させるようにしました。また教室後
方の黒板も、２週間先まで見通せるように変更し
ました。

キャリパスの活用に向けて、高学年では目標設定
及び具体的な方策について粘り強く指導しました。
以下は具体的な方策の指導資料を掲載しています。
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〈ゆくのき学園のキャリア教育実践編〉
中１
７

音英理

施設一体型小中一貫校とはいえ、中学校入学は生
徒にとっても大きな転機であり、変化でもありま
す。その中でも、自分自身については肯定的に捉
えている生徒が多いことが分かりました。

自分の長所や短所を
理解していますか。

自分の役割を理解し、集団の
ために貢献・活動することが
できますか。

自分のよさを発揮し、新しい
ことに挑戦できますか。

１２

１

２
１２

３

１ できる ２ まあまあできる ３ あまりできない ４ できない

７～９年生はフォーサイト手帳を活用していま
す。年度当初に全学年でガイダンスを行い、活用
を図っています。７年生では「自分自身の生活の
記録」を重視することとし、指導・支援を行いま
した。

小学校でのキャリパスやスケジュール帳の経験を活かし、計画→実行→振り返り（評価）→次へのアクショ
ンプランといったPDCAサイクルを生徒が回せるように支援しています。

中学校もアイコンを活用して授業実践を行いまし
た。全ての教科に共通した資質・能力として４能
力を捉えることで、教科の専門性が高まる中で
も、アイコンを活用して授業を行っています。

（←音楽） （↑理科）での授業実践の様子
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〈ゆくのき学園のキャリア教育実践編〉
中２
８

社体技

自分の長所や短所を
理解していますか。

自分の役割を理解し、集団の
ために貢献・活動することが
できますか。

自分のよさを発揮し、新しい
ことに挑戦できますか。

１２

１

２

１

２

３

１ できる ２ まあまあできる ３ あまりできない ４ できない

３
３

基本的には９年間あまり変わらない学級メンバー
構成ゆえ、お互いにある程度のことは理解してい
る様子です。また現在８年生で、次はゆくのき学
園で最高学年であるという自覚も育ってきていま
す。

７～９年生でフォーサイト手帳を活用しています。
８年生では「自分自身の生活の記録」をした上で「予定から逆算して学習計画を立て、記録」することを
指導目標としています。

自分だけの手帳、として大切にする気持ち及び目
標を日々意識するために、以下（↓）のような取
組を行っています。
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８年生では、年度当初にマンダラチャートという思考ツールを使って「１年後のなりたい自分」という長
期目標を考え、それにたどり着くための中期目標、短期目標を生徒自身が設定した。それとキャリパスを
連携させています。また定期的に目標を振り返る場面を設定しています。

←技術・家庭（技
術分野）の実践で
す。技術とキャリ
ア教育も親和性が
高く、どの場面を
切り取ってもキャ
リア教育と言えま
すが、場面ごとに
４能力とのつなが
りを捉えることが
大切です。

↑上は社会の実践です。４能力の視点で単元や授
業を捉えることで、生徒が主体的に学ぶ仕組みを
取り入れ、結果的に授業改善にもつながりまし
た。

こちらは小中連携授業で、３・４年生と７・８年生の合同授業の様子です。それぞれめあてを設定し、発達
段階に応じた指導や支援をしていきます。保健体育×小中一貫×キャリア教育のよさを十分発揮しています。
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〈ゆくのき学園のキャリア教育実践編〉
中３
９

体数国

９年生では、７、８年生の指導に加えて「自分で調
整する」ことを指導・支援してきました。手帳にコ
メントしたり、アドバイスをしたりしています。

→右は数学、↓下は国語、↘は保健体育の実践で
す。各教科固有の能力ではなく、教科共通の資
質・能力として４能力を意識しています。



〈小中一貫校としての取組〉

18

小中連携授業

体育的行事 儀式的行事 文化的行事

環 境

段階1 小中教員同士で各教科の授業の内容について、話し合ったり、意見交換を行ったりする。
段階2 児童生徒の交流はないが、中学校教員が小学校の授業を行ったり、T2として補助に入ったりする。
段階3 児童生徒の交流がある授業や取組を実施する。

▼ゆくのき学園で設定した、小中連携の３段階【縦のつながり・横のつながりを大切にするために】

まずは段階１からスタートし、それぞれの専門性を伸ばす→単元のつながりを見据え段階３も実施してい
く。

小中つながる選抜リレー

小中でおいかけ綱引き

ほとんどの儀式的行事を一緒に

小中で「学園歌」を斉唱

中学生に憧れ、小学生をほほえ
ましく見つめる学習発表会

６・９年生を送る会として実施

小中の教員がつながる 中教員が小に乗り入れ指導

▼校地内外の豊かな自然環境及び施設一体型での環境教育のよさ
【ゆくのきだからできること】

小中一貫で駅伝の授業

昼休みに小学生と中学生が一緒
になって、芝生グラウンドで
サッカーしています

敷地内のビオトープにて
６年生と７年生が環境について
学習しています
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〈 目指す児童・生徒像 × キャリア教育の基礎的・汎用的能力 〉

アンケート項目は、文部科学省作成「小学校キャリア教育の手引き（2022年３月）」、「中学
校・高等学校キャリア教育の手引き（2023年３月）」及び「キャリア教育アンケート（町田市立
南第一小学校作成）」を参考に作成した。

【作成の意図】
●各能力に対して３項目程度を設定（合計で12項目程度になるように）
●発達段階や系統性を重視して、低学年・中学年・高学年・中学生の４ブロックで設定
●指導と評価の一体化の視点から、12の評価項目を「目指す児童・生徒像」の具体化した姿とし
て校内に掲示 本紀要P6 ①を参照のこと↑

人間関係形成・
社会形成能力

友達と
つながろう

合
言
葉

ゆ
く
の
き

ア
イ
コ
ン

自己理解・
自己管理能力

自分を
知ろう

合
言
葉

ゆ
く
の
き

ア
イ
コ
ン

課題対応能力
自分で

考えよう
合
言
葉

ゆ
く
の
き

ア
イ
コ
ン

キャリア
プランニング能力

夢や目標を
もとう

合
言
葉

ゆ
く
の
き

ア
イ
コ
ン

項番 低学年（１・２年） 中学年（３・４年） 高学年（５・６年） 中学生（７・８・９年）

1
ともだちのよさを　みつけることができます

か。
友達のよさをみつけることができますか。 友達のよさをみつけることができますか。 友達のよさをみつけることができますか。

2
ともだちに　やさしい　いいかたをしています

か。

友達のために、やさしい言葉や行動をしていま

すか。

相手の立場にたって考え、意見を言ったり行動

したりできますか。

相手の立場をに立って考え、おもいやりのある

言葉や行動がとれていますか。

3 ともだちのいけんを　きくことができますか。
友達の気持ちや考えを理解しようとしています

か。

自分とはちがう意見でも理解しようとしていま

すか。

自分の意見と他者の意見から、よりよい意見を

考え出そうとしていますか。

項番 低学年（１・２年） 中学年（３・４年） 高学年（５・６年） 中学生（７・８・９年）

4 じぶんの　よいところを　みつけていますか。 自分のよいところをみつけていますか。 自分の長所や短所を理解していますか。 自分の長所や短所を理解していますか。

5
かかりかつどうや　いえでの　しごとを　いっ

しょうけんめい　がんばっていますか。
係や当番活動に一生懸命取り組んでいますか。

自分の役割を理解し、はたすことができます

か。

自分の役割を理解し、集団のために貢献・活用

することができますか。

6
じぶんの　いけんや　かんがえを　いうことが

できますか。

自分のやりたいことを考え、すすんで取り組む

ことができますか。

行事や学習、新しい取り組みに挑戦することが

できますか。

自分のよさを発揮し、新しいことに挑戦するこ

とができますか。

項番 低学年（１・２年） 中学年（３・４年） 高学年（５・６年） 中学生（７・８・９年）

7
わからないことを　じぶんで　しらべようとし

ていますか。

わからないことを様々な方法で調べています

か。

自分が知りたい情報を様々な方法で調べ、必要

な情報を選んでいますか。

自分が必要な情報を見つけ出し、分析すること

はできますか。

8
きめたことを　やろうと　がんばっています

か。
決めたことをやりきることができますか。

課題に対して粘り強く最後まで取り組む事がで

きますか。

課題解決に向けて、計画を変更するなどの調整

をしながら進めることができますか。

9 はなしあいの　しかたを　おぼえていますか。
相手の意見を聞いて、話し合いを進めることが

できますか。

相手の意見をふまえて、話し合いを進めること

ができますか。

自ら課題を見つけ、相手の意見を踏まえながら

よりよい話し合いを進めることができますか。

項番 低学年（１・２年） 中学年（３・４年） 高学年（５・６年） 中学生（７・８・９年）

10 しょうらい　やりたいしごとが　ありますか。 将来やりたい仕事がありますか。
「将来こういう風になりたい」という自分のイ

メージをもっていますか。

「将来こういう風になりたい」という自分のイ

メージをもっていますか。

11
どんな１（２）年生になりたいか　かんがえて

いますか。

どんな３（４）年生になりたいか　かんがえて

いますか。

１～３年後の自分の姿を考えて、学習に取り組

めていますか。

１～３年後の自分の姿を考えて、学習に取り組

めていますか。

12
なりたい自分になるために、がんばっているこ

とはありますか。

なりたい自分になるために、がんばっているこ

とはありますか。

なりたい自分になるために、がんばっているこ

とはありますか。
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20

ゆくのき学園の１～９年の児童・生徒を対象に、Googleフォームを活用してアンケートを実施した。

実施時期：2023年７月、2024年１月、2024年５月、2024年10月の４回実施

▼2024年５月に実施した、児童・生徒アンケートの結果▼
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▼全体について▼

○全体として、各項目について肯定的に回答した児童・生徒の割合が高い。
→アンケート調査を４回実施する中で、時期に応じての差が一定程度(５～10％)発生した。
学校行事の後や、年度が進行するに従って、値が上昇する項目、下降する項目に分かれた。

○発達段階の進行に応じて、「そう思う」に回答した児童・生徒の割合が低下した。
→他者との様々な関わりを経験したり、自分のことについて深く考えたりする経験を通して、
他者自体の価値付けや自分自身に対する価値付けが進んできたと推測できる。

▼４つの基礎的・汎用的能力について▼

【人間関係形成・社会形成能力；質問項番１,２,３】
○質問項番１「ともだちのよさを みつけることができますか(低)」について、低→中→高→中学
と発達段階が進むに当たって、「そう思う」に回答した児童・生徒の割合が増加している。

→本学園が小中一貫かつ単学級であるという特徴から、ともに過ごす時間も長く、学級のメンバー
それぞれのよさを捉えることが次第にできるようになっていると分析できる。

【自己理解・自己管理能力；質問項番４,５,６】
○質問項番４「じぶんのよいところをみつけていますか (低)」について、「そう思う」と「やや
そう思う」と回答した児童・生徒の割合を合計すると、学年を追うごとに増加しており、高学年
や中学生では90％を超えている。

→低学年・中学年では自分のよさ、高学年・中学生では自分の長所・短所を含めて自己のよさにつ
いては肯定的に捉えている児童・生徒が増加していることが分かった。質問項番６と関連するが
自己のよさを集団の中でどう発揮していくか、そのための教師の支援や価値付けを検討していく
必要がある。

【課題対応能力；質問項番７,８,９】
○質問項番８「きめたことをやろうとがんばっていますか(低)」について、全校では80％程度の
児童・生徒が「そう思う」「ややそう思う」の回答をしている。

→この項番は学校行事の後や、定期考査の後に実施すると、数値が高くなることが分かった。自分
で決めたことを頑張った場面や調整した場面について、即時的に声を掛けたり、キャリア・パス
ポートなどで価値付けしていくことが重要だと分かった。

【キャリアプランニング能力；質問項番10,11,12】
○質問項番10「しょうらい やりたいしごとがありますか(低)」について、「そう思う」に回答し
た児童・生徒の割合が、学年を追うごとに減少している。

→学級活動や生活、総合的な学習の時間、特別の教科道徳を中心に、自分自身の将来をイメージし
たり、職業について考えたりすることで、勤労観、職業観への理解が進み、自分自身を見つめる
ことができたからこそ、数値が減少したと考えられる。

▼抽出児童・生徒の変容▼

①児童Ａ（４年生）
●質問項番５及び８において、2024年１月、2024年５月では「ややそう思う」と回答していたが

2024年10月の調査では「そう思う」に回答をしていた。
→2024年１学期のキャリア・パスポートに、「頑張ったことや楽しかったこと」の項番に対して
普段の係や当番活動について記載していた。それを学級担任が価値付けたことで児童Ａの「自己
理解・自己管理能力」が高まったと考えられる。

②生徒Ｂ（９年生）
●質問項番４及び10において、2024年５月までの調査では「ややそう思う」に回答していたが、

2024年10月の調査では「そう思う」に回答した。
→生徒Ｂにその理由を尋ねたところ、自分の進路選択が迫ってきたこと、中学校第２学年での職場
体験やその後の進路学習で学習した内容を想起し「そう思う」に回答した、との返答を得た。
全校体制でキャリアに関する研究を進めてきた成果が表出したと考えられる。



〈 成 果 と 課 題 〉
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◆成 果◆

▼教師にとって▼
・「キャリア教育とはなんだろう」という疑問から出発し、教職員全員でその問いを解決するために、
文部科学省や国立教育政策研究所などの定義や実践から学ぶことができた。

→キャリア教育の基礎的な理論について、全員で共通理解をしながら進めることができた。
→毎回の校内研究後の振り返りの記述でも、研究当初は「なかなかキャリア教育の全体像やイメージを
つかむことができない」と記述していた教員も、回を重ねるごとに「○○についてわかってきた、自
分の授業でも○○を実践してみたい」等とキャリア教育について具体的に記述するようになった。

・「研究だから…」と新しいことをするのではなく、これまで自分たちが指導してきたことの中に、
４能力を見いだし、関連付けることができた。

→アイコンを活用し子どもたちに身につけさせたい能力を明確化したり、キャリア・パスポートやスケ
ジュール帳を活用し自己理解・自己管理能力を高め、振り返りや見通す力を向上させたりなど、教師
の指導の意図や方向性を児童生徒に示し、共通理解することができた。

・小中で研究活動を進めていく中で、小中でそれぞれ求める児童像や生徒像、身に付けさせたい力など
を学校種の枠を超えて、話し合うことができた。

→本研究を通して「目指す児童・生徒像（p.19）」を話し合って設定できたことが大きな成果であり、
その育成に向けて方策を考えて実践することができた。

・４能力の中でも「自己理解、自己管理能力」に視点を当てて研究を進めたことで子どもたちの「目標
設定」や「その実現に向けた具体的な方策」、「振り返り」に対して、具体的な助言や支援ができる
ようになった。

→本研究をきっかけに、見通しや振り返りについて教師自身が意識をすることで、子どもたちへの指導
につなげることができた。

▼児童・生徒にとって▼
・児童・生徒がスケジュール手帳を活用する中で、一週間の予定を把握したり、その週を振り返ったり
振り返りを基に翌週の予定を考えたりすることができるようになった。

→ブロックごとに定めた活用目標（ゴールイメージ、p.7）に近付けるようになった。

・４能力のアイコンを基に子ども自身で自分の活動を振り返ったり、次の目標を設定したりすること
ができるようになった。更に、結果に対する原因や具体的な解決策を考える児童・生徒も出てきた。

→授業のワークシートやノートにアイコンを貼付し、４能力に応じた振り返りを記入することができ
た。

・学級会で、提案理由や目的からぶれずに、企画に対する提案をすることができるようになった。
→手帳の取組やアイコンの活用など、教科横断的な取組によって上記のような力が育成できている。

▼保護者・地域にとって▼
・キャリア・パスポートの電子化で、児童・生徒の学習に向かう様子や力を確認できるようになった。
→キャリア・パスポートやスケジュール帳を参照しながら三者面談を行うことで、それぞれの子どもが
できるようになったことを価値付け、共通理解することができるようになった。

・スケジュール手帳に応援コメントなどをしていだたける家庭も増えてきた。
→児童・生徒にとって、メッセージが励みになり、次の目標や行動への原動力となっている。

・地域との交流取組が多く、多くの皆様から応援していただいている。
→大戸囃子や相原保善会、敬老会、近隣の保育園や高齢者施設、稲作チーム等、多大な支援をいただい
ている。



23

おわりに 町田市立小中一貫ゆくのき学園 大 戸小学校 副校長 番田 健治
武蔵岡中学校 副校長 中村 万寿生

本学園の研究推進にあたり、上越教育大学教授 山田智之先生をはじめ、東京音楽大学客員教授

関本惠一先生、町田市立南第一小学校の先生方、町田市教育委員会の皆様から多くのご指導、ご支援

をいただき、厚く御礼申し上げます。

この研究を進めることは、簡単なことではありませんでした。キャリア教育の定義といった理論的

な部分から教職員全員で共通理解したり、小中一貫校かつ単学級という本学園の特徴を生かしたりし

ながら、キャリア教育の実践についても検討しました。それはまさしく、全員で一歩ずつ進んできた

研究となったはずです。また研究を進める中で、自己の役割を自覚したり、生き生きと仲間と学んだ

りする子どもたちの姿を見て、本学園の研究の方向性は間違っていなかったと確信しました。

一方で、本学園の研究の成果は、本当の意味では現時点で確認ができません。それは本学園を巣立

つ子どもたちの将来の姿を見たときに、本当の成果が分かるものと考えています。子どもたちのより

よい今と未来を目指し、これからも教職員一丸となって、研鑽に励んでまいります。

◆課 題◆

▼学校組織として▼
・研究指定校として２年間研究に取り組んだ成果を、学校組織として、次年度以降どのような形で引き
継いでいけるかが課題である。

→アイコンやキャリア・パスポート、スケジュール手帳といった具体的な取組を、更にブラッシュアッ
プしていくことに加え、目指す児童・生徒像や児童・生徒への支援等、児童・生徒との向き合い方を
教職員で共通理解し、指導や支援に当たっていく。

・地域との連携は児童・生徒にとっても体験的な学習となり、非常に有意義なものとなった。更に、１
年間の限られた授業時数の中で、活動時間を確保するための工夫が必要となる。

→主に生活科や総合的な学習の時間で、９年間の系統性を踏まえねらいや目的を明確化する。また、小
中ともにカリキュラム・マネジメントの視点をもち、他教科との関連を児童・生徒に意識させるよう
にする。

▼個別の取組について▼
・４能力のアイコンの活用について、研究授業の場に加えて、日常の授業で活用した場面も交流できる
と更によかった。

→日常的に授業を公開できる雰囲気に加え、毎回の校内研究の際に疑問点等を確認していきたい。

・キャリア・パスポートを電子化することで、日常的に見返したり振り返ったりする機会を確保するの
が難しいという意見もあった。

→電子化に関わらず、定期的に目標を意識する時間を確保することが重要であると感じた。

・スケジュール帳をあまり活用できていない児童・生徒への支援方法を検討していく必要がある。
→スケジュール帳を活用するメリットや具体的な記入方法等を共通理解して支援していきたい。

【ゆくのき学園の研究協議会のよさ】

グループで分担し、児童・生徒の発言や行動等を逐一
記録し、研究協議会で活用する。

→児童・生徒一人一人を見取り、発言や行動の真意、ど
れだけ目標にせまれていたか、４能力を活用できてい
たか協議することができた。


